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ながらも,オリの研究分野を形成 して しかるべきもの

であろう｡同時に,地誌構成における不可欠な視角をな

し得るものでもある｡

実際,少なくとも国際的にみる限 り,政治地理学は静

かなブームを迎えはじめている｡その方法論の再構築

が当面の課題ではあるが,遠からず経済地理学や文化

地理学 と並ぶ新たな座標軸 となる可能性を もってい

る｡

政治地理学は,その伝統的な研究テーマとも言える

市町村合併や住民の投票行動はもとより,考えてみれ

ば,自然保護や地名,歴史景観の保存問題でさえ,とり

込むことができる｡これらの諸問題に対 して政治地理

学的視点が加わることによって,一種の `̀生臭さ''が

加わ り,それと共に,かえって現実の地域問題の解決-

の期待が高まることとなる｡10年前のデヴュー当時の

ワ -

最近はどこの大学の研究室にもパ ソコンとワープロ

ソフトがある｡ワープロの業界は競争が激しいので,1

年も経たないうちにヴァージョンアップと称 して新製

品を売 り出す｡最近の新製品は機能が追加 されている

だけでなく,操作性 (使い勝手)も良くなっているとう

たわれている｡ しかし新製品ではそれまでの操作方法

が変わるわけだから,慣れるまでに若干の時間が必要

となる｡

このときユーザーによって 2つの反応があるのが面

白い｡一つは,｢とにかく新しいのだから良いに違いな

い｣と言 うわけで,すぐに新製品に飛びつ く新しいもの

好き派である｡もう一つは,｢せっか く慣れたのだ し,

新機能といったところで,それほど違わないだろう,そ

れよりこの製品をじっくり使いこなす方が良い｣ とい

ういわば保守派である｡

最初の頃は,単漢字 ･音読み入力だったのに,あっと

いう間に,連文節 ･自動変換 という時代になったのだ

から,新 しいものはすなわち良いものであった｡しかし

最近のようにワープロの機能が充実 し,一方では,ユー

ザー側でも慣れというかたちで技術が蓄積 されて来る

と,機能と使用技術の和 (漬かも?)として発揮される

生産性がどうかということが問題 となるo 新型 ワープ

ロに対する評価に個人差が生 じて くるのは当然 とも言

新鮮さが今ではすっか り失われた ｢地域主義｣も,政治

地理学の観点が加わることによって,再び活力を取戻

すに違いない｡勿論,日本では極めて観念的にしかとら

えられていない防衛問題も,密室-追いやることなし

に,もっと具体的な姿で国民的な論議の対象 となし得

よう｡

｢日本政治地理学会｣の存在を御存知だろうか｡この

学会名は,日本地理学会の会員名簿に ｢関連学会｣の一

つとして掲載されており,その事務局は東京学芸大学

地理学教室におかれていることになっている｡しかし,

大変残念なことに,現在のところ目立った活動も行わ

れぬままに,いわば "休眠''状態にある｡女性の政治-

の目覚めが著しい現在,その再建に力を貸 して下さる

方は居られないだろうか｡

(東京学芸大学)
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える｡

許が飛躍するけれども,箸を使 う場合技術の蓄積だ

けが必要で,新型の箸が求められているわけではない｡

道具としてのワープロは,箸の方向に向い始めたと言

える｡道具と人間の関係はそれが成熟 してくると,作法

などというものが登場し,大げさにいうと文化にも関

わって来る｡日本語ワープロのソフ トは,大学の台帳に

載せるとき,ちょっと首を傾げたくなるような,伝統的

な日本語の商品名が付いていることが多い｡名前だけ

だと思うが,ワープロ作法というような書籍 もあるよ

うである｡

私はどちらかと言えば,新しいもの好き派だから,め

るワープロソフ トを使いこなせるようになる前に,新

しいソフトに切り替えるというような無駄なことを繰

り返 してきた｡ しかしこれは性分の一つだからどうし

ようもないと諦めている｡現在期待 している新製品は,

音声入力が可能なワープロであるO

講演などをカセットで録音し,後でワープロにつな

いでそのまま文章に直せたらずいぶん便利だろうと思

う｡しかし立場を変えて,学生の皆さんに活用されて講

義録などを作られるのは,うっか りしたことは言えな

いので,教える側から見るとあま り歓迎できることで

はないO話言葉としてぼ 十一分に理解できるのに,文章に
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してみると,支離滅裂ということもある｡逆のケースで

あるが,ある人の学会討論会での発言を録音テープか

らそのまま文章にしたら,完壁な文章になったとい う

例も経験している｡

1･2年のうちにパソコンレベルでも音声入力の実

用機が発売されるだろう｡ とにか く右手中指一本でキ

イボードを操作 している私にとってほ,これに寄せる

期待は大きい｡

ワープロには辞書 として数万語が記憶 されている

が,これは読みを漢字混 じりの日本語に直すためだけ

の辞書である｡高級な英語 ワープロでは綴 りをチェッ

クする辞書をもっている｡ これに加えて同義語 ･反意

語 ･関連語 ･定型的表現などの辞書が内蔵されていれ

ば,文章を書 く時便利だろう｡｢である｣調,｢です/ま

す｣調の一貫性のチェックなど,作文作法上の機能も欲

しい｡地理学の専門語も収録 されていることが必要で

ある｡さらに語桑の詳しい解説があれば完壁である｡外

部記憶装置がフロッピィである現在の機種では無理で

あるが,CDや光ディスクの普及によって,桁違いに大

きな辞書を持ったワープロが間もな く出現する.岩波

の広辞苑のCD版が発売されているが,残念ながらこれ

とワープロはまだ結合していない｡

文章を書 く前の段階でのアイデアを処理するアイプ

ロ (造語)は数年後の第五世代コンピュータ待ちという

ことになる｡

(東京都立大学 )

ジュネーブ管見

少し古い話で恐縮だが,1982年 6月にジュネーブを

訪れた際,ILOの総会を傍聴する機会を得た｡その時の

印象について少 し述べてみたい｡

ILO (国際労働機関) とは,国際連合の-専門機関

で,世界の労働者の経済的社会的地位の向上を 目的と

し,本部はジュネーブにある｡

ジュネーブの街は,レマン湖の南岸からそれに続 く

丘の上に旧市街が広がっているが,北西の山の手地区

に,数々の国際機関の高いビルが緑の中に散在し,高層

アパートも所々にあって,旧市街 とはまった く趣を異

にする｡ILO総会は,その中の一つパレ･デ ･ナシオン

(国連欧州本部)で毎年 6月に開かれ,約 1カ月続 く｡

同時期に種々の専門会議も開かれるので,大勢の人々

がジュネーブに集まることになる｡

日本の代表団の 1人にバ ッジを借 りたのでフ リーパ

スで入ることが出来た.クリーム色の重厚なパ レ ･デ

･ナシオンの正面玄関を入ってす ぐのロビーには,前

日行われた全ての専門会議の記録がコピーされて並べ

てあり,必要な資料をどれでも得ることが出来る｡右手

の大会議場は,長方形でかなり広 く,コの字形に 2･3

階の傍聴席があるO正面舞台上の雛壇には,ILOの理事

や幹部職員が並び,フロアに140カ国の代表が着席 して

いる｡ILOが他の国際機関と違 う特徴は,三者構成主義

をとっていることである｡即ち会議や活動には,加盟国

から政府代表の他に,労働者の代表,使用者の代表が参
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加する｡政労使の三者で労働問題を考え,その対策をは

かるという仕組みである｡総会で各代表 (政府代表は 2

人)はそれぞれ投票権を持ち,%の多数決で決まるが,

立場によって意見が異なる場合 も多いから,一国の中

で賛成と反対に分れることも度々である｡丁度ある問

題に関して議決をとり始めていた｡まづ最初の国の政

府代表に賛否を問う｡次に労働者代表に,最後に使用者

代表に問う｡その後にやっと次の国に移 り,同様に繰返

していくわけだから,議決をとるだけでも大変な時間

がかかるのだ｡しかも感心したのは,議決をとっていた

ILO職員のスペイン人の女性が,各国毎に問いかけの言

語を変えていたことである｡それぞれの国に応 じて公

用語を使いわけ,それを140カ国 1人で行 うのだから,

国際公務員となればそれ くらいの能力は必要なのか し

らと恐れ入った次第である｡傍聴席にも同時通訳の設

備があり,質疑応答を8種類の公用語で聞 くことが出

来る｡それは,1.オリジナル (通訳なし),2.英語,

3.仏語,4.スペイン語,5.露語,6.独語,7.

アラビア語で,8番目にやっと日本語であるcLかもEj

本語は,その当時中国語にとって代ったばか りと芦こ

とだった｡月並みながら,日本の国際的地位の低さ ､経

済的地位は別としても)を思い知らされた ような気が

した｡

次に,大会議場の裏手に続 く国連欧州 本繋事務局の

建物の前から,連絡バスに乗ってILO木管ヒ∵'--＼向かう
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